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丑．はじめ好こ   

ある地域の商店は，同じような商店が集まっている場  

合や離れている場合など様々な位置関係で営其をして  

いる．このような商店が多数ある場合には，消費者の  

立場から各商店の商圏を考えてその立地条件を考察す  

ることが一般的である．本研究では，各商店の商圏や  

その利用度について考察するのではなく，商店が典まっ  

ていることによるメリットとデメリットをモデル化し  

てどれくらい商店が集っていることを表す尺度として  

集中度を定義し，いくつかの例についてその集中度を  

計節した．  

2．集中度  

つぎのような4つの集中度を定義した．なお，ここで  

は商店の位置を∬J．その規模を仇をする．  

2．＝殴靡モデル  

半径r内にある商店数p‘（r）を数え，その地域内にあ  

るすべての商店を中心にして，rにおける商店数の平  

均を図に番く．このときの図よりその増加率を見て集  

合度を定める．   
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図4：計雰例  

以上2つのモデルは，その集中度を決める際に図を詞  

ペるためその候補がいくつか生じる．  

2．3亀中軸輿モデル  

各商店において，他の商店への距離などから典中効果  

を計界し，総和が最も大きくなるように典中度を定め  

る．ここで，商店gにおける集中効果札  
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とする．そこで，各商店の効果のポテンシャル関数を  

考えて変換し，その総和を最大にする．  
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このときのβ＋‡を集中度とする．  
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図6：ポテンシャル関数関数  

効果  

このポテンシャル関数としては，つぎの関数について  

調べた．  

図l：半径ア内の商店   

2．2訪問距離モデル  

図2：計芽例  

地域内にある商店ノを，中心とした商店∫から距離のl．2次関数  

近い順に訪問したときの距離∂ノ∫を計昇する．訪問商  

店数における距離の関係図を番き，その増加率から集  

合度を定める．   
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2．指数関数   
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3．分数関数  
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α＋β2  
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なお，αは，／（β．β）が同じ備になるように調整した．  

2．3拡散カモデル  

集中効果モデルであると他の商店への距離とその規模  

だけが問題となる，しかし．商店にとって他店の状況に  

よってもその集中効果が違ってくると思われる．そこ  

で，他店から離れる拡散力を考え，集中効果との均衡し  

ているように各商店が配置しているものと仮定し，そ  

の集中度を求めた．ここで，商店′における拡散力は，  

図9：コンビニエンスストア（環状7号）  

環7内回り  環7外回り  

ガソリ  コンビ  ガソリ  コンビ   

密度  Ⅰ．6   3．0   2．6   

訪問距離  

集中l   2．2   3．0   2．4   2．6   

集中2   2．2   3．0   2．3・ 2．6   

集中3   2．2   3．0   2．2   2．7   

拡散力   3．0   3．7   3．2   3，3  
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とする．集中効果と拡散力ができるだけ釣り合うよう  

に，次式よりパラメータγを求め，そのγ＋lを集中  

度とした．  
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表一1各モデルにおける集中度  

また，2次元の例として都内の家電量販店（65店）につ  

いて位置からその集中度を計算した．この場合も，規  

模は一定（9J＝l）として計算した．このとき集中度は，  

密度：l．1，訪問：5，集中1：l．6，集中2：1．3，集中3：l．3，拡散  

2．4であった．つぎに，拡散カモデルでの各家電量販  

店における集中効果と拡散力を図に示す．  
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図7：集中効果と拡散力  

3．計算例   

ここでは，l次元の例として環状7号線にあるガソリ  

ンスタンド（50店）とコンビニエンスストア（32店）ゐ  

配置位置からその集中度を計算した．この場合，規模  

は一定（マ′＝りとして計算した．なお，実際には沿線  

の近くにも同業の店舗が存在するがここでは沿線にあ  

る店舗のみを対象とした．密度モデルや訪問距離モデ  

ルであると，図の傾きの小さい部分を調べる必要があ  

るので，いくつかの集中度の候補を選ぶことができる．  

図IO：家電量販店での集中効果と拡散力  

4．まとめ  
・集中度は，業種により違いがあり，環状7号線に  

おけるガソリンスタンドとコンビニエンスストア  

の集中度を比較するとコンビニの方が大きい．  

・いろいろな集中度を定義したが，どの方法もある  

程度近い値を示す場合がある，  

・今後は，規模も考えた事例を研究する必要があり，  

集中する背景についても考察が必要である．  
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